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港湾関連データ連携基盤

出典：渡部富博、小林潔司：「アジアロジスティクスと海運・港湾」 2



①生産者、卸売事業者、物流・港湾事業者が連携した計画を策定

産地と港湾が連携した農林水産物・食品の輸出促進

○２０３０年の農林水産物・食品の輸出額を５兆円とする政府目標の達成に向け、港湾を通じた農林水産物・食品の輸出をこれま
で以上に促進するため、生産関係者や港湾関係者が連携して策定する実施計画を農林水産省及び国土交通省が共同して認
定した場合に、施設整備に係る支援の拡充や、関連する予算の重点化を行う。

＜具体の取組イメージ＞
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コールドチェーンの確保など、輸出の川上から川下までの連携を強化
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＜農林水産物・食品の輸出額の推移と輸出手段別割合＞ ＜農林水産省の取組と国土交通省が連携して推進する取組＞

… 農林水産省 国土交通省

④ 関連する予算の重点化

輸出先国の政府機関等との
協議の加速化

輸出に必要な施設認定等の
輸出手続の円滑化

輸出先国の規制に関する情
報提供等による事業者の支援

① 関係者が連携
した計画を策定

② 実証事業
の実施

③ 民間事業者による温度・
衛生管理が可能な
荷さばき施設の整備
【拡充】

③民間事業者による温度・衛生管理が
可能な荷さばき施設の整備 【拡充】

（出典：金剛産業㈱ HP）

④関連する予算の重点化

出典：農林水産省資料、貿易統計に基づき国土交通省港湾局作成
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マースク社のトレードレンズに関わる各種の手続き

出典：渡部富博、小林潔司：「アジアロジスティクスと海運・港湾」

資料：日経ビジネスオンラインSpecial
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（(公社)国際農業者交流協会清水利広様ご提供）
（(公社)国際農業者交流協会清水利広様ご提供）

（国土交通省プレゼン資料をもとに作成）

コールドチェーンの促進
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新型コロナウイルス感染症の国際物流への影響

国土交通省港湾局、第１回国際コンテナ戦略港湾政策推進ワーキンググループ資料より抜粋 6



新型コロナウイルス感染症の国際物流への影響【海上コンテナ貨物】

国土交通省港湾局、第１回国際コンテナ戦略港湾政策推進ワーキンググループ資料より抜粋 7



コンテナ船市況、リーマン時より早い回復。供給10%増も追い付かず

また北米航路や欧州航路で顕著だったコンテナ不足が続いていることで、空
コンテナをより収益性の高い航路に集める傾向が増加。アジア域内航路などで
今後、コンテナ不足の可能性について示唆する。

日本海事新聞2020年10月13日 抜粋

海上コンテナ輸送へのインパクト

日本海事新聞2020年4月15日 抜粋

北米、輸出用の空コン不足。内陸部で滞留影響

北米西岸地域や中西部ではここにきて、輸出貨物用の空コンテナ不足が目立っ
てきている。新型コロナウイルス感染拡大に伴って、3月末から大手自動車メー
カーなどが相次いで操業を停止。これにより日本・アジアからのコンテナ貨物
が内陸部で滞留している。
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アジア発北米航路のコンテナ運賃の高騰

北米航路を中心にアジア発のコンテナ運賃が高騰している
一方、日本発は荷動きが弱く、船腹に余裕があるため、運賃が低迷している

日本海事新聞2020年8月25日 抜粋

８月21日時点 上海発～北米西岸向け 3,440＄/40ftコンテナ
上海発～北米東岸向け 3,953＄/40ftコンテナ

✔外船社を中心に日本発のアロケーションを削減してアジアに割り当てる動き
✔日本への輸入で発生した空コンテナを輸出に回さずアジア諸港に回送する動き

⇒日本発は1,200～1,300＄程度（NVOCC向けスポット価格）
日本発は上海発と比較する
と2,500＄ほど安価

日本寄港する航路の減便 日本でトランシップする事例

『Maerskは8月5日、日本～南アフリカ航路のSafariを改編し、9月第2週か
ら日本発着貨物について上海トランシップ（T/S）で対応すると発表』

Shipping Gazette 2020年8月7日 抜粋

『ある日系荷主の東南アジア発の貨物だが、現地ではまとまった量のス
ペースを確保できないので、日本にトランシップしてFP1に船積みした』
（ある外船社関係者） 日本海事新聞2020年7月15日 抜粋
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国際航空貨物へのインパクトー輸出ー

（t）
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国際航空貨物へのインパクトー輸入ー
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供給体制の変化～グローバル・サプライチェーンのリスク～
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